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※ 申し合わせ事項に留意する。

1

質 問 事 項

№ １

自治体の業務改善の推進について

要

旨

人口減少社会において、自治体の業務改善は今後ますます重要度を増してい

くと思われる。業務改善は多岐にわたる。

自治体の定型的な作業の効率化や情報整理が進めば、職員が本来、より注力

すべき業務に時間を充てることが可能になると言われている。尾張旭市では現

在、生成ＡＩを試験的な利用段階であると認識している。

今後どのような生成ＡＩを導入するにしても、どのように活用して、業務改

善に生かしていくのかが大切と考える。

そこで、業務改善の推進について伺う。

（１） 事業のコスト算定への生成ＡＩの活用について

（２） 財政業務における生成ＡＩの活用について

（３） 試行中の生成ＡＩによる職員業務（窓口業務は除く。）の改善推進に

ついて

ア 文書に関する業務への活用について

イ 定型的なデータ処理に関する業務への活用について

ウ 企画・検討業務への活用について

エ 分析業務への活用について

（４） 試行中の生成ＡＩ活用の制約について

（５） 業務改善の横展開について
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※ 申し合わせ事項に留意する。

2

質 問 事 項

№ ２

市内のランニングコースについて

要

旨

尾張旭市では、健康づくりの一環としてウォーキングコースの案内が整備さ

れています。一方で、市民の中にはウォーキングだけでなく、日常的にランニ

ングを行っている方や、これから走り始めたいと考えている方も少なくありま

せん。そこで、市内において安全かつ継続的にランニングができる場所や環境

について、現状と今後の考え方を伺います。

（１） 本市でジョギングやランニングに適したコースについて

（２） 日常的な走る運動の安全面での課題について


